
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（様式４）
広島市映像文化ライブラリーの管理運営に関する事業計画書

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　申請団体名　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　　　　　　　　※行数が不足する場合は、貴団体で行数を増やしても差し支えありません。
	１　市民の平等利用を確保することができること。

	⑴　市民の平等・公平利用を確保するための明確な考え方を示した上で、受付方法や利用について平等な取り扱いをするための具体的方策等について記入してください。
　ア　考え方
　イ　具体的方策



	⑵　条例で掲げている使用・入館の制限に該当する要件及び該当要件に当たる場合の対応方法を具体的に記載してください。
　ア　使用・入館の制限に該当する具体的要件


	　
　イ　具合的な対応方法


	⑶　障害者や高齢者などの施設利用に当たっての合理的配慮について明確な考え方を示した上で、受付方法や利用についての具体的方策等について記入してください。

ア　考え方

　イ　具体的方策



	２　施設効用が最大限に発揮されること。

	⑴　施設の設置目的を効果的に達成するために計画している各年度の事業について、次のア～カの項目に沿って、現状の分析と概要、実施方針などを記入してください。また、キについては、映画フィルム（３５ミリ）の民間映画館等への貸出しやデジタル化など、貴重な収集資料の新たな活用方策を提案してください。
　ア　映像文化の継承と普及
　イ　映像文化の創造活動の拠点形成
　ウ　映像による平和メッセージの発信

　エ　学校や生涯学習施設における学習活動の支援

　オ　関係機関や関係団体とのネットワークの拡充

　カ　映像文化に関する情報の収集及び提供
キ　貴重な収集資料の新たな活用方策 (映画フィルムについては、著作権者の許諾を得たものとして提案してください。)

⑵　広島市が設定している以下の基準値を達成するための利用促進策を記載してください。
　【広島市の基準値】広島市映像文化ライブラリーの年間利用者数：３９，２００人
⑶　利用者に対するサービスの向上について記入してください。
　ア　施設の有効活用や利用者のニーズの把握、開館日や開館時間の拡大など具体的方策について記載してください。
　イ　職員の接遇の向上を図るための方策を記入してください。
⑷　利用料金制について記入してください。
　ア　利用料金設定の基本的な考え方（それぞれの利用料金の設定と妥当性について）
　イ　具体的な利用料金の額を提案してください。（広島市映像文化ライブラリー条例に規定する金額の範囲内であること。）
　ウ　イ以外の利用者サービスを向上するための利用料金に係る提案があれば記入してください。

　　　（例：定期券、回数券、割引制度の導入など）
　エ　広島市が示した利用料金の減額及び免除を達成するための具体的な基準及び方策を記入してください。（別紙でも可）
　オ　利用料金を返還する場合の基準及び額を記入してください。（別紙でも可）



	３　事業計画書に沿った管理を安定して行なう物的能力、人的能力を有していると認められること。

	⑴　団体の経営について記入してください。

ア　団体の経営基盤（効率的な運営への取り組み、考え方及び理念等）

⑵　管理体制について記入してください。
　ア　人員配置（必要な専門職員・資格者の確保見込、能力・資格、実務経験年数、職務分担及び職務内容等）
　イ　開館時間中の人員体制(職員配置に応じた勤務割体制・開館遅延防止体制・夜間の管理体制等）
　ウ　人材育成のための研修プログラム
　エ　文化施設の管理・運営実績：名称、施設の規模、管理年数、業務内容等

　オ　文化関係事業の活動実績等



	⑶　個人情報の適正な管理体制について記入してください。
⑷　緊急事態や苦情処理等の対策について記入してください。

ア　災害（火事、地震、台風等）や事故発生時等の緊急事態でのマニュアル作成、防災訓練等
イ　利用者及び近隣住民からの苦情を想定した具体的対策
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